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広報きたかた　2023. ３　③ 広報きたかた　2023. ３　②☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
法
律
に

基
づ
く
取
り
組
み
と
な
り
、「
地

域
計
画
」と
名
称
が
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

地
域
の
農
業
の
在
り
方
や
将
来

の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す

る
地
域
計
画
を
市
内
の
全
域
で

定
め
ま
す
。

　
ま
た
、10
年
後
の
目
指
す
べ
き

農
地
利
用
の
姿
と
し
て「
目
標
地

図
」を
作
成
し
、１
筆
ご
と
の
利

用
を「
見
え
る
化
」し
て
い
き
ま

す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
守
り
続
け

て
き
た
農
地
を
、次
の
世
代
に
着

実
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、農
作
業

が
し
や
す
く
、省
力
化
に
つ
な
が

る
農
地
の
集
積
・
集
約
化
な
ど

の
実
現
に
向
け
、幅
広
い
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、地
域
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
市
の
農
業
就
業
人
口
は
、平
成

７
年
か
ら
の
20
年
間
で
約
36

パ
ー
セ
ン
ト（
約
２
５
０
０
人
）

減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
の
減
少
が
続
く
と
、

更
な
る
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

進
行
に
よ
り
、農
業
者
の
減
少
と

と
も
に
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、

地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ

れ
な
く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、

ま
ず
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て

地
域
農
業
を
守
っ
て
い
く
の
か
、

地
域
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
を
重

ね
、将
来
の
農
地
利
用
の
姿
に
つ

い
て「
目
標
地
図
」と
し
て
と
り

ま
と
め
、こ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
、農
地
の
出
し
手
や

受
け
手
の
意
向
を
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
把
握
し
、中
心
経
営
体
や

将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り
方
な

ど
を
集
落
単
位
で
話
し
合
い
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

き
ま
し
た
。

　
市
で
は
62
の
集
落
が
参
画
し

て
54
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
地
域
計
画
で
は
、こ
れ

ま
で
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
ベ
ー

ス
に
、集
落
内
の
目
標
地
図
の
作

成
に
向
け
、再
度
、話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
な
か
っ
た
集
落
で
も
、

地
域
計
画
の
策
定
へ
向
け
、今
後

の
農
業
の
在
り
方
や
、担
い
手
を

明
確
に
す
る
な
ど
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
農
業
委
員
会
が
、10
年
後
ま
で

の
農
家
の
営
農
意
向
の
把
握
と
、

「
現
況
地
図
」の
作
成
を
６
月
末

を
め
ど
に
行
い
ま
す
。

　
集
落
で
は
、こ
の
情
報
を
も
と

に
話
し
合
い
、地
域
の
農
業
を
持

続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
方
針
と

し
て
、「
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
」と
、農

地
の
集
約
化
を
図
り
、効
率
的
で

利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
を

目
指
し
た
目
標
地
図
の
素
案
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

人・農地プラン人・農地プラン

「地域計画」へ「地域計画」へ
　地域農業の未来設計図である「人・農地プラン」を、地図に表して見える化する

「地域計画」の策定に関する法律が成立しました。
　高齢化の進行で農家が引退し、耕作されなくなる農地を、担い手を中心とする

「農業を担う者」に集積・集約して、地域農業を守ることがねらいです。

目
標
地
図
で
将
来
を

「
見
え
る
化
」

地
域
計
画
が
な
ぜ

必
要
？

これからの地域の農業を
どう守るか、みんなで話し
合っていかないと

担い手不足 耕作放棄地
の増加

目標地
図の完

成

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は

ど
う
な
る
の
？

策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

人・農地プラン策定実績
地区名 策定数
喜 多 方 24
熱塩加納 2
塩 川 19
山 都 6
高 郷 3
計 54

３月

農業委員会による営農意向調査・現況地図の作成

４月

～

12月

市による制度説明会(13の区域単位を予定)

集落(地域)による営農意向調査結果と現況地図をもとにした話し合い
集落(地域)による「集落ビジョン」・目標地図素案の作成
農業委員会による集落ビジョン・目標地図素案の取りまとめ

12月までに実施

市による集落ビジョンをもとにした「地域計画」素案の作成

令和６年１月
～令和７年３月

関係機関・団体などとの協議や地域計画案・目標地図案の公告縦覧などを経
て、決定・公表

※詳しくは、制度説明会（４月開催予定）でお知らせします。

６月末をめどに
完了し集落

（地域）に提供
各農業者に 10 年後までの営農意向などを確認し
ます（営農計画書提出面談で併せて実施予定）

各集落（地域）において、今後の地域の農業の在り方
や担い手として位置付けようとする農業者（担い手不在
の場合は担い手の確保の方針など）について話し合いを
実施しましょう。
（農業委員会や県喜多方農業普及所、農地中間管理機構
等の関係機関も話し合いをサポートします）

地域計画の策定スケジュール
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問
◯地域計画に関すること
　  農業振興課  経営企画係  ☎（24）5235 または各総合支所産業建設課

問
◯営農意向調査、集落ビジョン、目標地図素案に関すること
　  農業委員会事務局  農政係  ☎（24）5255 または各総合支所産業建設課

地域計画のイメージ

〈話し合いのテーマ〉

●地域の現状と課題　
●地域の農業の将来の在り方
●農用地等の利用の方針
●地域の農業を担う者（担い手）として位置付ける農業者（担い手の確保の方針も含む）など

　各集落（地域）は農業委員会から提供を受けた営農意向調査結果と現況地図をもとに話し合い、
集落ビジョン※と目標地図素案を作成します。
　※集落ビジョンは従来の人・農地プランに相当するものです。

【現況地図】
現在の耕作者や
リタイア予定者
などの農地を地
図で把握

【目標地図】
担い手への集約
化など 10 年後ま
でに目指そうと
する農地利用の
姿を表示

農業委員会が集落ビジョンと
目標地図素案の作成をサポート

話し合いの結果を反映
（＝集落ビジョン・目標地図素案）

喜多方市○○地区
地域計画・目標地図

喜多方市■■地区
地域計画・目標地図

令和６年度末に、関係機関との協議などを経て地域計画を策定・公表する予定

　
市
の
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈

る
教
育
委
員
会
表
彰
の
受
賞
者
が
決
ま

り
、表
彰
式
を
２
月
11
日（
土
）、喜
多
方
市

役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
教
育
行
政
功
労
部
門
が
８

人
、成
績
優
秀
部
門
が
１
団
体
と
４
人
で
、

式
典
に
は
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し

ま
し
た
。大
場
教
育
長
か
ら
受
賞
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
た
後
、受
賞
者

を
代
表
し
、眞
壁
章
榮
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

◆
多
年
に
わ
た
り
地
区
公
民
館
長
と
し
て

教
育
行
政
に
貢
献

　
眞
壁  

章
榮
さ
ん（
塩
川
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て

教
育
行
政
に
貢
献

　
山
崎  

三
枝
子
さ
ん（
喜
多
方
）

　
樟
山  

久
美
子
さ
ん（
喜
多
方
）

◆
多
年
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
と
し
て
教
育
行
政
に
貢
献

　
三
浦  

主
税
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
郷
土
民
俗
館
等
運
営
委

員
会
委
員
と
し
て
教
育
行
政
に
貢
献

　
井
上  

和
子
さ
ん（
喜
多
方
）

　
佐
々
木  

長
生
さ
ん（
市
外
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
教
育
行

政
に
貢
献

　
武
田  

佑
子
さ
ん（
塩
川
町
）

　
豊
田  
喜
弘
さ
ん（
市
外
・
市
内
在
勤
）

◆
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会（
兼

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門
）

福
島
県
大
会
　
団
体
戦
　
優
勝

　
福
島
県
立
喜
多
方
高
等
学
校

◆
東
北
中
学
校
体
育
大
会
新
体
操
選
手
権

大
会
　
新
体
操
男
子
個
人
　
優
勝

　
生
田
目  

倖
希
さ
ん（
塩
川
町
）

◆
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表

大
会
　
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
部
　
文

部
科
学
大
臣
賞

　
飯
塚  

妃
菜
さ
ん（
塩
川
町
）

◆
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大

会
　
男
子
個
人
戦
　
優
勝

　
菊
地  

一
輝
さ
ん（
喜
多
方
）

◆
全
国
中
学
生
選
抜
将
棋
選
手
権
大
会

女
子
の
部
　
第
３
位

　
田
場
川  

真
帆
さ
ん（
喜
多
方
）

　  

教
育
総
務
課  

教
育
総
務
係

☎（
24
）５
３
０
４

教育委員会表彰教育委員会表彰

教 

育 

行 

政 

功 

労

成
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問

教育行政功労など 個人・団体が受賞
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問
◯地域計画に関すること
　  農業振興課  経営企画係  ☎（24）5235 または各総合支所産業建設課

問
◯営農意向調査、集落ビジョン、目標地図素案に関すること
　  農業委員会事務局  農政係  ☎（24）5255 または各総合支所産業建設課

地域計画のイメージ

〈話し合いのテーマ〉

●地域の現状と課題　
●地域の農業の将来の在り方
●農用地等の利用の方針
●地域の農業を担う者（担い手）として位置付ける農業者（担い手の確保の方針も含む）など

　各集落（地域）は農業委員会から提供を受けた営農意向調査結果と現況地図をもとに話し合い、
集落ビジョン※と目標地図素案を作成します。
　※集落ビジョンは従来の人・農地プランに相当するものです。

【現況地図】
現在の耕作者や
リタイア予定者
などの農地を地
図で把握

【目標地図】
担い手への集約
化など 10 年後ま
でに目指そうと
する農地利用の
姿を表示

農業委員会が集落ビジョンと
目標地図素案の作成をサポート

話し合いの結果を反映
（＝集落ビジョン・目標地図素案）

喜多方市○○地区
地域計画・目標地図

喜多方市■■地区
地域計画・目標地図

令和６年度末に、関係機関との協議などを経て地域計画を策定・公表する予定

　
市
の
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈

る
教
育
委
員
会
表
彰
の
受
賞
者
が
決
ま

り
、表
彰
式
を
２
月
11
日（
土
）、喜
多
方
市

役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
教
育
行
政
功
労
部
門
が
８

人
、成
績
優
秀
部
門
が
１
団
体
と
４
人
で
、

式
典
に
は
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し

ま
し
た
。大
場
教
育
長
か
ら
受
賞
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
た
後
、受
賞
者

を
代
表
し
、眞
壁
章
榮
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

◆
多
年
に
わ
た
り
地
区
公
民
館
長
と
し
て

教
育
行
政
に
貢
献

　
眞
壁  

章
榮
さ
ん（
塩
川
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て

教
育
行
政
に
貢
献

　
山
崎  

三
枝
子
さ
ん（
喜
多
方
）

　
樟
山  

久
美
子
さ
ん（
喜
多
方
）

◆
多
年
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
と
し
て
教
育
行
政
に
貢
献

　
三
浦  

主
税
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
）

◆
多
年
に
わ
た
り
郷
土
民
俗
館
等
運
営
委

員
会
委
員
と
し
て
教
育
行
政
に
貢
献

　
井
上  
和
子
さ
ん（
喜
多
方
）

　
佐
々
木  
長
生
さ
ん（
市
外
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
教
育
行

政
に
貢
献

　
武
田  

佑
子
さ
ん（
塩
川
町
）

　
豊
田  

喜
弘
さ
ん（
市
外
・
市
内
在
勤
）

◆
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会（
兼

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門
）

福
島
県
大
会
　
団
体
戦
　
優
勝

　
福
島
県
立
喜
多
方
高
等
学
校

◆
東
北
中
学
校
体
育
大
会
新
体
操
選
手
権

大
会
　
新
体
操
男
子
個
人
　
優
勝

　
生
田
目  

倖
希
さ
ん（
塩
川
町
）

◆
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表

大
会
　
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
部
　
文

部
科
学
大
臣
賞

　
飯
塚  

妃
菜
さ
ん（
塩
川
町
）

◆
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大

会
　
男
子
個
人
戦
　
優
勝

　
菊
地  

一
輝
さ
ん（
喜
多
方
）

◆
全
国
中
学
生
選
抜
将
棋
選
手
権
大
会

女
子
の
部
　
第
３
位

　
田
場
川  

真
帆
さ
ん（
喜
多
方
）

　  

教
育
総
務
課  

教
育
総
務
係
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）５
３
０
４

教育委員会表彰教育委員会表彰
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育 
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労
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教育行政功労など 個人・団体が受賞
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大
学
で
理
学
療
法
を
学
び
、ヨ

ガ
の
指
導
者
資
格
を
取
得
、卒
業

後
は
ヨ
ガ
を
活
か
し
た
い
と
思

い
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
経
験
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
分
野
で
応
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
、現
在
は
イ
ン
ド
や
ア

メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
ヨ
ガ
と
、医

療
職
・
研
究
者
と
し
て
の
知
識

を
融
合
さ
せ
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
兄
の
心
臓
突
然
死
を
き
っ
か

け
に
、心
臓
病
の
患
者
さ
ん
の
リ

ハ
ビ
リ
に
ヨ
ガ
を
活
か
し
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

発
症
し
て
仕
事
や
趣
味
を
諦
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
患

者
さ
ん
と
接
す
る
う
ち「
病
気
に

な
る
前
に
、で
き
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
」と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
心
臓
ヨ
ガ
Ⓡ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、す
べ
て
の
人
が
、一
秒
で
も

長
く
〝
私
ら
し
く
〞
生
き
ら
れ

る
社
会
を
創
る
こ
と
を
理
念
と

し
て
い
ま
す
。続
け
て
い
く
と
、

心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
影
響

が
現
れ
ま
す
。不
整
脈
が
起
こ
る

頻
度
が
減
り
、血
圧
が
下
が
っ
た

方
も
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
加
速
し
ま
し
た
が
、喜
多
方
に

は
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
。男
女
問
わ
ず
、よ
り
働
き
や

す
く
な
る
よ
う
に
、普
段
の
オ

フ
ィ
ス
か
ら
環
境
を
変
え
る
こ

と
も
一
策
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
も
し
、街
に
利
用
し
や
す
い
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
複
数
あ
れ

ば
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
公
務
員
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
普
段
の

職
場
環
境
に
と
ら
わ
れ
ず
に
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ん
な
未

来
が
訪
れ
れ
ば
、街
も
活
性
化

し
、皆
が
い
き
い
き
と
人
生
を
楽

し
む
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、私
が
喜
多
方
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
を
通

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
市

内
の
環
境
整
備
や
企
業
誘
致
で

す
。都
内
Ｉ
Ｔ
企
業
の
開
発
チ
ー

ム
や
起
業
家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
動

き
が
官
民
で
広
ま
っ
た
と
き
、

「
健
康
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」の
仕
事
が
完
遂
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
す

れ
ば
、皆
が
好
き
な
と
こ
ろ
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
私
が
東
京
や
神
奈
川
、大
分
な

ど
、全
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
働

き
、Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど
を

手
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、そ
う

い
っ
た
背
景
の
お
か
げ
で
す
。こ

れ
か
ら
も
男
女
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

   

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

きらレポ vol.40進めよう男女共同参画

代
表
理
事  

秋
山  

綾
子
さ
ん
に
聴
く

一
般
社
団
法
人  

日
本
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
協
会

▲新宮熊野神社「長床」
　でのヨガ

　
１
９
８
７
年
生
ま
れ
。出
身
は
い

わ
き
市
。３
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で

喜
多
方
市
で
過
ご
し
、現
在
は
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
３
年
目
に
な
る
。趣
味

は
お
酌
を
楽
し
む
こ
と
・
和
装
・

サ
ウ
ナ
。

　
ヨ
ガ
を
通
し
て
健
康
に
生
活
し

て
い
く
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム「
心
臓
ヨ
ガ
Ⓡ
」を
開
発
。大

学
病
院
で
の
勤
務
を
経
て
、２
０
１

８
年
に「
一
般
社
団
法
人
日
本
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
協
会
」を
設
立
。

　
現
在
は
、日
本
全
国
で「
心
臓
ヨ

ガ
Ⓡ
」を
伝
え
る
と
と
も
に
、指
導

者
の
養
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　伝統的ヨガを基盤とし、心臓科学とポジティブ心
理学などのエビデンスを融合。ヨガを通して、「あな
たらしくハーティフルに健康で心地よく過ごせる時
間」を。ストレスを感じる方、リフレッシュしたい方
におすすめです。

あ
き   

や
ま
　
　
あ
や      

こ

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

「
心
臓
ヨ
ガ
」開
発
の

き
っ
か
け
は
？

働
き
方
の
観
点
か
ら
健

康
に
な
る
に
は
？

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て

　
２
月
号
７
ペ
ー
ジ「
き
ら
レ

ポ
」の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
誤
：
た
か
は
た  

ゆ
き
こ

　
　
正
：
た
か
は
た  

さ
ち
こ

キラリと輝く事業所紹介 №39

ひろがれ
イクボスの輪

　
当
社
は
、赤
外
線
カ
メ
ラ
や
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
構
造
物
、道
路

な
ど
の
測
量
や
診
断
、そ
の
結
果

に
基
づ
く
企
画
・
設
計
を
主
な

業
務
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、収

集
し
た
情
報
を
地
図
上
に「
見
え

る
化
」し
た
地
理
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
保
守
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
育
児
休
暇
は
も
ち
ろ
ん
、子
供

の
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。社
員

一
人
一
人
が
、自
分
の
業
務
に
責

任
を
も
っ
て
管
理
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、効
率
よ
く
業
務
を

行
い
、普
段
か
ら
家
族
と
過
ご
す

時
間
を
大
切
に
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、会
社
全
体
で
情

報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、一
人

が
で
き
る
業
務
の
種
類
を
増
や

す
こ
と
で
、休
暇
も
取
得
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
入
社
理
由
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
興
味
を
持
ち
、建
築
の
ス

キ
ル
を
活
か
せ
る
と
思
っ
た
こ

と
で
、す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
ま
し

た
。会
社
見
学
と
社
員
の
話
を
聞

い
て
入
社
を
決
め
ま
し
た
。仕
事

内
容
は
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら

構
造
物
の
診
断
を
行
う
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、ド

ロ
ー
ン
な
ど
で
デ
ー
タ
収
集
す

る
業
務
も
で
き
る
よ
う
、技
術
の

習
得
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
際
に
、

同
年
代
の
育
児
経
験
者
が
い
た

こ
と
で
、業
務
の
引
き
継
ぎ
な
ど

で
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
で

し
た
。

　
育
児
の
相
談
や
、子
供
が
体
調

不
良
で
急
な
対
応
が
必
要
に

な
っ
た
時
も
、職
場
の
理
解
が
あ

り
、助
か
っ
て
い
ま
す
。

Interview

育児の理解と
サポート

私
た
ち
の
仕
事

イ
ク
ボ
ス
宣
言
に
関
す

る
主
な
取
り
組
み

専
門
性
を
活
か
し
て

仕
事
・
育
児
も
安
心

五十嵐 直人さん（入社７年目）

株
式
会
社  

光
進
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▲赤外線カメラを搭載
　したドローンと撮影
　した建物の診断画像

▲会社ホーム
　ページ

▲

代
表
取
締
役  

飯
塚  

幸
知
さ
ん

イクボス宣言事業所募集

内容  部下や同僚のワーク・ライフ・
バランスを応援する事業所からの

「イクボス宣言」を募集しています。
応募方法  市ホーム

ページから申請して
ください。

商工課  商工業・雇用・創業
支援室☎（24）5233

問申

イ
ク
ボ
ス
宣
言
の
取
り
組
み
紹
介

　私は、職場で働く社員のキャリア
と人生を応援しながら、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進し、自らも仕
事と私生活を楽しむ「イクボス」と
なることを宣言します。

１．男女問わず、育児など時間制約の
ある社員を含む全ての職員が、安
心して活き活きと働くことができる
職場環境づくりに取り組みます。

２．社員一人ひとりが、働き方の改革
の重要性を理解し、仕事を効率的
に行うことができるよう業務改善
などを積極的に推進します。

３．自らも仕事と私生活を楽しみ、仕事
と生活の調和を実践するとともに、
社員の「クオリティ オブ ライフ」の
向上に積極的に取り組みます。
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大
学
で
理
学
療
法
を
学
び
、ヨ

ガ
の
指
導
者
資
格
を
取
得
、卒
業

後
は
ヨ
ガ
を
活
か
し
た
い
と
思

い
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
経
験
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
分
野
で
応
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
、現
在
は
イ
ン
ド
や
ア

メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
ヨ
ガ
と
、医

療
職
・
研
究
者
と
し
て
の
知
識

を
融
合
さ
せ
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
兄
の
心
臓
突
然
死
を
き
っ
か

け
に
、心
臓
病
の
患
者
さ
ん
の
リ

ハ
ビ
リ
に
ヨ
ガ
を
活
か
し
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

発
症
し
て
仕
事
や
趣
味
を
諦
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
患

者
さ
ん
と
接
す
る
う
ち「
病
気
に

な
る
前
に
、で
き
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
」と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
心
臓
ヨ
ガ
Ⓡ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、す
べ
て
の
人
が
、一
秒
で
も

長
く
〝
私
ら
し
く
〞
生
き
ら
れ

る
社
会
を
創
る
こ
と
を
理
念
と

し
て
い
ま
す
。続
け
て
い
く
と
、

心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
影
響

が
現
れ
ま
す
。不
整
脈
が
起
こ
る

頻
度
が
減
り
、血
圧
が
下
が
っ
た

方
も
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
加
速
し
ま
し
た
が
、喜
多
方
に

は
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
。男
女
問
わ
ず
、よ
り
働
き
や

す
く
な
る
よ
う
に
、普
段
の
オ

フ
ィ
ス
か
ら
環
境
を
変
え
る
こ

と
も
一
策
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
も
し
、街
に
利
用
し
や
す
い
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
複
数
あ
れ

ば
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
公
務
員
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
普
段
の

職
場
環
境
に
と
ら
わ
れ
ず
に
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ん
な
未

来
が
訪
れ
れ
ば
、街
も
活
性
化

し
、皆
が
い
き
い
き
と
人
生
を
楽

し
む
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、私
が
喜
多
方
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
を
通

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
市

内
の
環
境
整
備
や
企
業
誘
致
で

す
。都
内
Ｉ
Ｔ
企
業
の
開
発
チ
ー

ム
や
起
業
家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
動

き
が
官
民
で
広
ま
っ
た
と
き
、

「
健
康
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
」の
仕
事
が
完
遂
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
す

れ
ば
、皆
が
好
き
な
と
こ
ろ
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
私
が
東
京
や
神
奈
川
、大
分
な

ど
、全
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
働

き
、Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど
を

手
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、そ
う

い
っ
た
背
景
の
お
か
げ
で
す
。こ

れ
か
ら
も
男
女
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

   

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

きらレポ vol.40進めよう男女共同参画

代
表
理
事  

秋
山  

綾
子
さ
ん
に
聴
く

一
般
社
団
法
人  

日
本
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
協
会

▲新宮熊野神社「長床」
　でのヨガ

　
１
９
８
７
年
生
ま
れ
。出
身
は
い

わ
き
市
。３
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で

喜
多
方
市
で
過
ご
し
、現
在
は
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
３
年
目
に
な
る
。趣
味

は
お
酌
を
楽
し
む
こ
と
・
和
装
・

サ
ウ
ナ
。

　
ヨ
ガ
を
通
し
て
健
康
に
生
活
し

て
い
く
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム「
心
臓
ヨ
ガ
Ⓡ
」を
開
発
。大

学
病
院
で
の
勤
務
を
経
て
、２
０
１

８
年
に「
一
般
社
団
法
人
日
本
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
協
会
」を
設
立
。

　
現
在
は
、日
本
全
国
で「
心
臓
ヨ

ガ
Ⓡ
」を
伝
え
る
と
と
も
に
、指
導

者
の
養
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　伝統的ヨガを基盤とし、心臓科学とポジティブ心
理学などのエビデンスを融合。ヨガを通して、「あな
たらしくハーティフルに健康で心地よく過ごせる時
間」を。ストレスを感じる方、リフレッシュしたい方
におすすめです。

あ
き   

や
ま
　
　
あ
や      

こ

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

「
心
臓
ヨ
ガ
」開
発
の

き
っ
か
け
は
？

働
き
方
の
観
点
か
ら
健

康
に
な
る
に
は
？

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て

　
２
月
号
７
ペ
ー
ジ「
き
ら
レ

ポ
」の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
誤
：
た
か
は
た  

ゆ
き
こ

　
　
正
：
た
か
は
た  

さ
ち
こ

キラリと輝く事業所紹介 №39

ひろがれ
イクボスの輪

　
当
社
は
、赤
外
線
カ
メ
ラ
や
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
構
造
物
、道
路

な
ど
の
測
量
や
診
断
、そ
の
結
果

に
基
づ
く
企
画
・
設
計
を
主
な

業
務
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、収

集
し
た
情
報
を
地
図
上
に「
見
え

る
化
」し
た
地
理
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
保
守
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
育
児
休
暇
は
も
ち
ろ
ん
、子
供

の
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。社
員

一
人
一
人
が
、自
分
の
業
務
に
責

任
を
も
っ
て
管
理
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、効
率
よ
く
業
務
を

行
い
、普
段
か
ら
家
族
と
過
ご
す

時
間
を
大
切
に
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、会
社
全
体
で
情

報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、一
人

が
で
き
る
業
務
の
種
類
を
増
や

す
こ
と
で
、休
暇
も
取
得
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
入
社
理
由
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
興
味
を
持
ち
、建
築
の
ス

キ
ル
を
活
か
せ
る
と
思
っ
た
こ

と
で
、す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
ま
し

た
。会
社
見
学
と
社
員
の
話
を
聞

い
て
入
社
を
決
め
ま
し
た
。仕
事

内
容
は
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら

構
造
物
の
診
断
を
行
う
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、ド

ロ
ー
ン
な
ど
で
デ
ー
タ
収
集
す

る
業
務
も
で
き
る
よ
う
、技
術
の

習
得
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
際
に
、

同
年
代
の
育
児
経
験
者
が
い
た

こ
と
で
、業
務
の
引
き
継
ぎ
な
ど

で
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
で

し
た
。

　
育
児
の
相
談
や
、子
供
が
体
調

不
良
で
急
な
対
応
が
必
要
に

な
っ
た
時
も
、職
場
の
理
解
が
あ

り
、助
か
っ
て
い
ま
す
。

Interview

育児の理解と
サポート

私
た
ち
の
仕
事

イ
ク
ボ
ス
宣
言
に
関
す

る
主
な
取
り
組
み

専
門
性
を
活
か
し
て

仕
事
・
育
児
も
安
心

五十嵐 直人さん（入社７年目）

株
式
会
社  

光
進
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▲赤外線カメラを搭載
　したドローンと撮影
　した建物の診断画像

▲会社ホーム
　ページ

▲

代
表
取
締
役  

飯
塚  

幸
知
さ
ん

イクボス宣言事業所募集

内容  部下や同僚のワーク・ライフ・
バランスを応援する事業所からの

「イクボス宣言」を募集しています。
応募方法  市ホーム

ページから申請して
ください。

商工課  商工業・雇用・創業
支援室☎（24）5233

問申

イ
ク
ボ
ス
宣
言
の
取
り
組
み
紹
介

　私は、職場で働く社員のキャリア
と人生を応援しながら、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進し、自らも仕
事と私生活を楽しむ「イクボス」と
なることを宣言します。

１．男女問わず、育児など時間制約の
ある社員を含む全ての職員が、安
心して活き活きと働くことができる
職場環境づくりに取り組みます。

２．社員一人ひとりが、働き方の改革
の重要性を理解し、仕事を効率的
に行うことができるよう業務改善
などを積極的に推進します。

３．自らも仕事と私生活を楽しみ、仕事
と生活の調和を実践するとともに、
社員の「クオリティ オブ ライフ」の
向上に積極的に取り組みます。



　
３
月
は
、就
職
、進
学
、配
置
転

換
、昇
進
、引
っ
越
し
な
ど
、生
活

の
変
化
が
あ
る
時
期
で
す
。

　
ま
た
、長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ
の
不
調

を
感
じ
る
状
態
を
放
っ
て
お
く

と
、本
格
的
な
こ
こ
ろ
の
不
調

や
、う
つ
状
態
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
は
、こ
こ
ろ
の
不
調
だ
け

で
は
な
く
、経
済
的
な
事
情
、家

庭
の
問
題
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
が
重
な
り
、か
ら
み
合
っ
て
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る
こ
と

と
し
て
と
ら
え
、自
分
、職
場
や

家
族
、仲
間
な
ど
身
近
な
人
の
様

子
に
変
化
を
感
じ
た
時
は
、声
を

掛
け
合
っ
て
い
く
こ
と
で
守
れ

る
命
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、『
一
人
で
我
慢
し
な
い
』

『
相
談
す
る
』『
身
近
な
人
の
悩
み

に
気
づ
き
声
を
か
け
て
み
る
』こ

と
で
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
相
談
し
、人
の
助
け
を
借
り
る

こ
と
は
、自
分
自
身
の
問
題
解
決

の
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
市
の
性・年
代
別
の
平
均
自
殺

死
亡
率（
10
万
対
）を
み
る
と
、男

性
は
、60
代
と
80
歳
以
上
以
外

は
、全
国
よ
り
高
く
、特
に
30
〜

40
代
と
70
代
が
高
い
状
況
で
す
。

　
女
性
は
、20
歳
未
満
が
全
国
よ

り
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今

回
は
不
安
の
話
で
す
。と
き
お

り
、小
さ
な
体
調
の
変
化
か
ら

強
い
不
安
を
訴
え
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。診
察
や
検

査
を
し
て
も
、特
に
異
常
は
な

く
、い
わ
ゆ
る「
不
安
神
経
症
」

と
呼
ば
れ
る
状
態
で
す
。

　
不
安
と
は
一
言
で
い
え
ば
、

「
状
況
の
変
化
に
対
す
る
、心
の

警
報
」で
あ
り
、ほ
と
ん
ど
の
動

物
に
備
わ
っ
て
い
る
自
己
防
衛

の
し
く
み
で
す
。野
生
動
物
は
、

い
つ
も
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
生

き
て
い
ま
す
。草
食
動
物
も
肉

食
動
物
も
、周
囲
の
環
境
の
変

化
を
素
早
く
察
知
し
て
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
、餌
に
さ
れ

た
り
飢
え
死
に
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。状
況
の
変
化
に
不

安
を
感
じ
る
力
が
強
い
方
が
、

危
険
な
状
況
か
ら
逃
げ
て
生
き

残
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
た

め
、人
間
で
も
不
安
は
自
己
防

衛
の
し
く
み
と
し
て
残
り
、機

能
し
て
い
る
の
で
す
。

　
女
性
は
男
性
よ
り
も
２
倍
ぐ

ら
い
不
安
を
訴
え
や
す
い
と
言

わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
女
性
が

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い
う

大
切
な
役
目
を
持
っ
て
お
り
、

周
囲
の
環
境
や
自
分
の
体
調
の

変
化
を
よ
り
鋭
敏
に
察
知
で
き

る
よ
う
進
化
し
て
き
た
か
ら
で

す
。不
安
は
生
存
の
た
め
に
必

須
の
し
く
み
で
す
が
、現
代
人

の
社
会
生
活
で
は
捕
食
さ
れ
た

り
飢
え
死
に
し
た
り
す
る
危
険

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、実
際
の
危

険
は
な
い
の
に
心
の
警
報
だ
け

が
空
回
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。心
配
事
に
頭
を
占

領
さ
れ
が
ち
な
方
へ
の
助
言
と

し
て
は
、ま
ず
警
戒
・
緊
張
状

態
に
な
っ
て
い
る
心
を
、定
期

的
な
運
動
や
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
法
に
よ
っ
て
ほ
ぐ
し
て
あ
げ

る
こ
と
。そ
し
て
動
植
物
の
世

話
や
、何
か
没
頭
で
き
る
趣
味

や
余
暇
の
活
動
な
ど
、不
安
と

い
う
心
の
と
ら
わ
れ
か
ら
自
由

に
な
る
時
間
を
持
つ
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
医  師 武田 　仁

不
安
は
、身
を
守
る
た
め

進
化
し
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警
報
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活
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変
化
が

心
に
影
響

市
の
統
計

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

あ
な
た
の
悩
み

伝
え
て
ほ
し
い

あ
な
た
の
悩
み

伝
え
て
ほ
し
い

１人で抱えず、

身近な人の助け

を借りましょう。

こころの相談
精神保健福祉相談

精神保健福祉センター ☎024(535)3556 平日 午前 8時30分
～午後 5時15分会津保健福祉事務所 ☎0242(29)5275

保健課 健康推進室 ☎(24)5223

電話・ SNS での
こころの相談

# いのち SOS ☎0120(061)338
(月)・(木) 24時間
(火)・(水)、(金)～(日)
午前８時～０時

よりそいホットライン ☎0120(279)338 24 時間

いのちの電話 ☎0120(783)556 午後 4 時～９時
毎月 10 日は 24時間

LINE「生きづら びっと」

(月)・(水)・(金)・(土)
午前 11 時～午後 4 時
(月)～(金)、(日)
午後 5 時～10 時

LINE「こころ つなぐ＠福島」
毎日 午後６時
～ 9時30分

※3月 31日(金)まで

チャット「あなたのいばしょ」 24時間

相談方法いろいろ

　『一人で我慢せずに相談する』など、人の助けを借りることで、自分の命を
守ることができます。いろいろな方法で相談できる窓口がありますので、不
調や悩みを感じたら相談してください。

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル2022年更新版】
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３
月
は
、就
職
、進
学
、配
置
転

換
、昇
進
、引
っ
越
し
な
ど
、生
活

の
変
化
が
あ
る
時
期
で
す
。

　
ま
た
、長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ
の
不
調

を
感
じ
る
状
態
を
放
っ
て
お
く

と
、本
格
的
な
こ
こ
ろ
の
不
調

や
、う
つ
状
態
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
は
、こ
こ
ろ
の
不
調
だ
け

で
は
な
く
、経
済
的
な
事
情
、家

庭
の
問
題
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
が
重
な
り
、か
ら
み
合
っ
て
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る
こ
と

と
し
て
と
ら
え
、自
分
、職
場
や

家
族
、仲
間
な
ど
身
近
な
人
の
様

子
に
変
化
を
感
じ
た
時
は
、声
を

掛
け
合
っ
て
い
く
こ
と
で
守
れ

る
命
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、『
一
人
で
我
慢
し
な
い
』

『
相
談
す
る
』『
身
近
な
人
の
悩
み

に
気
づ
き
声
を
か
け
て
み
る
』こ

と
で
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
相
談
し
、人
の
助
け
を
借
り
る

こ
と
は
、自
分
自
身
の
問
題
解
決

の
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
市
の
性・年
代
別
の
平
均
自
殺

死
亡
率（
10
万
対
）を
み
る
と
、男

性
は
、60
代
と
80
歳
以
上
以
外

は
、全
国
よ
り
高
く
、特
に
30
〜

40
代
と
70
代
が
高
い
状
況
で
す
。

　
女
性
は
、20
歳
未
満
が
全
国
よ

り
も
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今

回
は
不
安
の
話
で
す
。と
き
お

り
、小
さ
な
体
調
の
変
化
か
ら

強
い
不
安
を
訴
え
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。診
察
や
検

査
を
し
て
も
、特
に
異
常
は
な

く
、い
わ
ゆ
る「
不
安
神
経
症
」

と
呼
ば
れ
る
状
態
で
す
。

　
不
安
と
は
一
言
で
い
え
ば
、

「
状
況
の
変
化
に
対
す
る
、心
の

警
報
」で
あ
り
、ほ
と
ん
ど
の
動

物
に
備
わ
っ
て
い
る
自
己
防
衛

の
し
く
み
で
す
。野
生
動
物
は
、

い
つ
も
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
生

き
て
い
ま
す
。草
食
動
物
も
肉

食
動
物
も
、周
囲
の
環
境
の
変

化
を
素
早
く
察
知
し
て
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
、餌
に
さ
れ

た
り
飢
え
死
に
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。状
況
の
変
化
に
不

安
を
感
じ
る
力
が
強
い
方
が
、

危
険
な
状
況
か
ら
逃
げ
て
生
き

残
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
た

め
、人
間
で
も
不
安
は
自
己
防

衛
の
し
く
み
と
し
て
残
り
、機

能
し
て
い
る
の
で
す
。

　
女
性
は
男
性
よ
り
も
２
倍
ぐ

ら
い
不
安
を
訴
え
や
す
い
と
言

わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
女
性
が

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い
う

大
切
な
役
目
を
持
っ
て
お
り
、

周
囲
の
環
境
や
自
分
の
体
調
の

変
化
を
よ
り
鋭
敏
に
察
知
で
き

る
よ
う
進
化
し
て
き
た
か
ら
で

す
。不
安
は
生
存
の
た
め
に
必

須
の
し
く
み
で
す
が
、現
代
人

の
社
会
生
活
で
は
捕
食
さ
れ
た

り
飢
え
死
に
し
た
り
す
る
危
険

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、実
際
の
危

険
は
な
い
の
に
心
の
警
報
だ
け

が
空
回
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。心
配
事
に
頭
を
占

領
さ
れ
が
ち
な
方
へ
の
助
言
と

し
て
は
、ま
ず
警
戒
・
緊
張
状

態
に
な
っ
て
い
る
心
を
、定
期

的
な
運
動
や
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
法
に
よ
っ
て
ほ
ぐ
し
て
あ
げ

る
こ
と
。そ
し
て
動
植
物
の
世

話
や
、何
か
没
頭
で
き
る
趣
味

や
余
暇
の
活
動
な
ど
、不
安
と

い
う
心
の
と
ら
わ
れ
か
ら
自
由

に
な
る
時
間
を
持
つ
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
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こころの相談
精神保健福祉相談

精神保健福祉センター ☎024(535)3556 平日 午前 8時30分
～午後 5時15分会津保健福祉事務所 ☎0242(29)5275

保健課 健康推進室 ☎(24)5223

電話・ SNS での
こころの相談

# いのち SOS ☎0120(061)338
(月)・(木) 24時間
(火)・(水)、(金)～(日)
午前８時～０時

よりそいホットライン ☎0120(279)338 24 時間

いのちの電話 ☎0120(783)556 午後 4 時～９時
毎月 10 日は 24時間

LINE「生きづら びっと」

(月)・(水)・(金)・(土)
午前 11 時～午後 4 時
(月)～(金)、(日)
午後 5 時～10 時

LINE「こころ つなぐ＠福島」
毎日 午後６時
～ 9時30分

※3月 31日(金)まで

チャット「あなたのいばしょ」 24時間

相談方法いろいろ

　『一人で我慢せずに相談する』など、人の助けを借りることで、自分の命を
守ることができます。いろいろな方法で相談できる窓口がありますので、不
調や悩みを感じたら相談してください。

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル2022年更新版】
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同じ趣味や目的を持って、熱心に活動している市民活動団体や文化団体、スポーツ団体を紹介します。

社会教育関係団体　塩川太極拳愛好会

文化協会加盟団体　会津吟詠会高郷道場

 内　　容　健康寿命の延長、太極拳の普及をめざして、講師
の指導のもと太極拳に取り組んでいます。
　太極拳は、ゆっくりと体全体を使う運動で、特に下半身が鍛
えられるため高齢の方におすすめです。
　講習会、交流会への参加の他、11 月には塩川町文化祭に参
加し太極拳を披露しています。
　退職を迎え、家に閉じこもるにはまだ早いと思っている方、
何をしていいか迷っている方、ぜひ、見学に来てみませんか。
　参加をお待ちしています。
 対　　象　どなたでも
 活動場所　塩川公民館３階  多目的ホール
 活動日時　第１・第３・第４土曜日 午前 9 時～ 11 時 30 分
 会　　費　月額 1,000 円

高畠　猛  ☎（27）3037、090（3120）3339 または生涯学習課  生涯学習係 ☎（24）5318問申

４月から家族と離れ、アカデミーでの生活をスタートさせる塩澤さん。
プロサッカー選手への夢が叶うよう応援しています。がんばれ！塩澤さん！

　
昨
年
行
わ
れ
た
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
運
営
す
る
選
手
育
成
機
関「
Ｊ

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
」の
入
校
選
考
試
験
に
、高
郷
小
６
年
生
の
塩
澤 

脩（
は
る
）さ
ん
が
合
格
し
、４
月
か
ら
広
野
中
学
校（
広
野
町
）に
進
学
し
、

ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
校
し
ま
す
。

　
夢
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
へ
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
塩
澤
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

塩
澤
　
脩
さ
ん（
高
郷
小
６
年
）　

Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島  
合
格
お
め
で
と
う
！

問

 内　　容　会津吟詠会は、昭和７年に創立されて以来 90 周
年を迎え、長い歳月を経て精神文化の伝統を脈々と今に受け
継いできました。
　平成６年 11 月に詩吟愛好家たちの熱意が実り高郷吟詠会
が誕生し、翌年に本部の会津吟詠会へ加盟し、高郷道場となり
ました。
　現在は、少ない会員数ながらも、吟の持つ奥深さを学び、瓜
生師範の指導を受けながら、定期的に練習を行っています。
　詩吟は、胸をひらいて背筋を伸ばし、腹式呼吸で声を出すた
め、健康にも大変良い芸能です。
　随時会員を募集していますので、入会を希望する方は気軽
に問い合わせてください。
 対　　象　どなたでも
 活動場所　高郷公民館
 活動日時　第１・第３木曜日 午後 1 時 30 分～ 3 時

須藤  ☎0241（44）2223  または文化課  文化芸術振興班 ☎（24）5323問申
生涯学習課  スポーツ振興室 ☎（24）5327

塩澤　脩さん

InterviewQ．ＪＦＡアカデミー福島に合格して
　ＪＦＡアカデミーへの道を拓いてくれた
監督、コーチ、そして家族にとても感謝して
います。
Q．小学校６年間で一番の思い出
　県大会で厳しい試合に勝ち、全国大会への
切符を手にしたことが良い思い出です。
　この大会で全国のレベルの高さを知り、
もっと上手くなりたいと強く思いました。
Q．今後の目標や夢
　アカデミーでの練習や生活を通して、技術
だけではなく、自立できる人に成長したいで
す。チームでは、中心人物になり引っ張って
いきたいです。夢は、プロサッカー選手にな
り、将来的には海外のプレミアリーグや日本
代表など世界で戦える選手になりたいです。

　１月 31 日（火）に山都小学校６年生の皆さんが、姉妹都市ウィルソンビル市の皆さんと
オンラインで交流しました。児童の皆さんは英語で自己紹介したり、学校や山都町のこと
を紹介したり、楽しみながらウィルソンビル市の皆さんと交流を深めました。

姉妹都市ウィルソンビル市の皆さんとの交流を通じて

Interview
リズムゲームを披露する児童の皆さん

画面越しにウィルソンビル市の皆さんと記念撮影

春から中学生になる皆さんへメッセージ
　今日は楽しい時間をあ
りがとう。
　これからも友達を大切
に、互 い に 助 け 合 い な が
ら、いくつかの困難を乗り
越えて成長してください。
私たちも応援しています。

エリカ ベーラーさん
（ウィルソンビル市役所）

坂下  凌輔さん
（山都小６年）

田代  詩衣多さん
（山都小６年）

　僕たちの発表を
楽しんで見ていた
だき、とてもうれし
かったです。

　山都町やそばの
魅力を伝えること
ができてうれしか
ったです。

りょうすけ し　  い　  た

は  

る
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が誕生し、翌年に本部の会津吟詠会へ加盟し、高郷道場となり
ました。
　現在は、少ない会員数ながらも、吟の持つ奥深さを学び、瓜
生師範の指導を受けながら、定期的に練習を行っています。
　詩吟は、胸をひらいて背筋を伸ばし、腹式呼吸で声を出すた
め、健康にも大変良い芸能です。
　随時会員を募集していますので、入会を希望する方は気軽
に問い合わせてください。
 対　　象　どなたでも
 活動場所　高郷公民館
 活動日時　第１・第３木曜日 午後 1 時 30 分～ 3 時

須藤  ☎0241（44）2223  または文化課  文化芸術振興班 ☎（24）5323問申
生涯学習課  スポーツ振興室 ☎（24）5327

塩澤　脩さん

InterviewQ．ＪＦＡアカデミー福島に合格して
　ＪＦＡアカデミーへの道を拓いてくれた
監督、コーチ、そして家族にとても感謝して
います。
Q．小学校６年間で一番の思い出
　県大会で厳しい試合に勝ち、全国大会への
切符を手にしたことが良い思い出です。
　この大会で全国のレベルの高さを知り、
もっと上手くなりたいと強く思いました。
Q．今後の目標や夢
　アカデミーでの練習や生活を通して、技術
だけではなく、自立できる人に成長したいで
す。チームでは、中心人物になり引っ張って
いきたいです。夢は、プロサッカー選手にな
り、将来的には海外のプレミアリーグや日本
代表など世界で戦える選手になりたいです。

　１月 31 日（火）に山都小学校６年生の皆さんが、姉妹都市ウィルソンビル市の皆さんと
オンラインで交流しました。児童の皆さんは英語で自己紹介したり、学校や山都町のこと
を紹介したり、楽しみながらウィルソンビル市の皆さんと交流を深めました。

姉妹都市ウィルソンビル市の皆さんとの交流を通じて

Interview
リズムゲームを披露する児童の皆さん

画面越しにウィルソンビル市の皆さんと記念撮影

春から中学生になる皆さんへメッセージ
　今日は楽しい時間をあ
りがとう。
　これからも友達を大切
に、互 い に 助 け 合 い な が
ら、いくつかの困難を乗り
越えて成長してください。
私たちも応援しています。

エリカ ベーラーさん
（ウィルソンビル市役所）

坂下  凌輔さん
（山都小６年）

田代  詩衣多さん
（山都小６年）

　僕たちの発表を
楽しんで見ていた
だき、とてもうれし
かったです。

　山都町やそばの
魅力を伝えること
ができてうれしか
ったです。

りょうすけ し　  い　  た

は  

る


